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６．人権行政 

問 14 あなたは、この１年間に、自分または身近な子どもの人権が侵害されたと感じたことがありますか。 

次の中からいくつでも選んでください。（ＭＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特に人権を侵害されたことはない」が 7 割を超え、突出して高くなっている。 

 

◆経年でみた人権の侵害 

 平成 29 年度と比較すると、大きな差は見られない。人権を侵害された回答の中では「他人の子どもが人権を

侵害された」で 1.7ポイント増、「自分の子どもが人権を侵害された」が 0.8ポイント増と、子どもに関係する

内容の侵害が若干増加していることが伺えた。 

 

◆居住年数別にみた人権の侵害 

居住年数別にみると、「特に人権を侵害されたことはない」は 11年以上で 7割半ばを下回り低くなってい

る。人権を侵害された回答では、「職場の人間関係で人権を侵害された」が 6～10年を除き、高くなっている。 

  

　
全
 
 

体

女
性

ま
た
は

男
性

と
し

て
人

権
を
侵

害
さ

れ
た

障
が

い
者
ま

た
は

病
気

の
患

者
と
し

て
人

権
を

侵
害
さ

れ
た

自
分
の
子
ど
も
が

人
権
を
侵
害
さ
れ
た

他
人
の
子
ど
も
が

人
権
を
侵
害
さ
れ
た

高
齢
者
と
し
て

人
権
を
侵
害
さ
れ
た

同
和

問
題
の

関
係

者
と

し
て

人
権
を

侵
害

さ
れ

た

職
場
の
人
間
関
係
で

人
権
を
侵
害
さ
れ
た

そ
の
他

特
に
人
権
を
侵
害

さ
れ
た
こ
と
は
な
い

　
無
回
答

746 3.9 4.2 4.0 3.6 2.7 0.3 7.2 1.7 74.3 5.5

5 年以下 29 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 6.9 0.0 86.2 3.4

6 ～10年 29 0.0 0.0 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 96.6 0.0

11～20年 79 2.5 2.5 2.5 3.8 0.0 0.0 7.6 2.5 74.7 6.3

21年以上 598 4.5 4.7 4.3 4.0 3.2 0.3 7.7 1.8 72.7 5.5

　無回答 11 0.0 0.0 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 63.6 18.2
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％

特に人権を侵害されたことはない

職場の人間関係で人権を侵害された

障がい者または病気の患者として人権を侵害された

自分の子どもが人権を侵害された

女性または男性として人権を侵害された

他人の子どもが人権を侵害された

高齢者として人権を侵害された

同和問題の関係者として人権を侵害された

その他

無回答
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第26回（平成29年度）(N = 840)
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◆属性別特徴 

【性別】「特に人権を侵害されたことはない」は男性（78.7％）が女性（71.2％）を 7.5ポイント上回った。 

【年齢別】「特に人権を侵害されたことはない」はどの年代でも最も高いが、50代では 65.9％と他の年代に比べ

て 4ポイント以上低い。 

【職業別】「特に人権を侵害されたことはない」はどの職業でも最も多く、6割以上を占めている。 

【居住地区別】「特に人権を侵害されたことはない」はどの地区でも高い。粕尾では 9割を超え、次いで板荷 82.4％、

南摩 80.0％となっている。 
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無
回
答

746 3.9 4.2 4.0 3.6 2.7 0.3 7.2 1.7 74.3 5.5

男 333 3.3 4.2 3.6 5.1 3.9 0.3 5.1 0.6 78.7 4.8

女 403 4.2 4.2 4.2 2.2 1.7 0.2 9.2 2.7 71.2 5.5

　無回答 10 10.0 0.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 30.0

10代 8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 87.5 0.0

20代 58 5.2 8.6 0.0 5.2 1.7 1.7 8.6 0.0 70.7 5.2

30代 108 5.6 1.9 2.8 1.9 1.9 0.0 8.3 0.9 84.3 0.0

40代 124 4.0 1.6 9.7 5.6 0.0 0.8 12.1 3.2 74.2 0.8

50代 126 5.6 7.1 7.1 4.0 3.2 0.0 12.7 0.8 65.9 4.8

60代 196 3.6 3.6 2.0 3.6 3.6 0.0 4.1 1.5 75.5 7.1

70代以上 126 0.8 4.8 1.6 2.4 4.8 0.0 0.8 2.4 73.0 13.5

　無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

専門職 9 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 88.9 0.0

管理職 22 0.0 0.0 9.1 4.5 0.0 0.0 9.1 0.0 72.7 4.5

事務・技能職 153 3.3 3.3 4.6 4.6 2.0 1.3 10.5 3.3 73.9 3.9

販売・生産・労務職 103 5.8 4.9 7.8 3.9 4.9 0.0 10.7 0.0 75.7 2.9

農林水産業従事者 19 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 5.3 84.2 5.3

自営業 61 4.9 4.9 3.3 8.2 8.2 0.0 1.6 1.6 70.5 6.6

パート・アルバイト 109 3.7 5.5 2.8 4.6 0.0 0.0 14.7 0.0 67.0 7.3

主に家事、育児をしている 59 3.4 3.4 6.8 0.0 1.7 0.0 5.1 1.7 83.1 0.0

高校生 8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 87.5 12.5

大学生 9 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 66.7 0.0

無職 162 3.1 4.9 2.5 3.1 3.1 0.0 1.9 1.9 75.9 8.0

その他 23 0.0 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 4.3 69.6 13.0

　無回答 9 11.1 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 66.7 11.1

鹿沼（中央・東部・北部） 312 4.8 3.5 4.2 3.8 1.9 0.3 8.7 1.3 74.0 4.5

板荷 17 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 0.0 11.8 0.0 82.4 0.0

西大芦 9 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0 66.7 11.1

加蘇 20 15.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 5.0 0.0 75.0 0.0

北犬飼 47 2.1 4.3 4.3 0.0 2.1 0.0 8.5 4.3 68.1 8.5

南摩 20 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 10.0 0.0 80.0 5.0

南押原 27 0.0 3.7 0.0 0.0 3.7 0.0 3.7 3.7 70.4 14.8

東大芦 19 5.3 5.3 0.0 5.3 5.3 0.0 0.0 0.0 73.7 15.8

菊沢 69 1.4 8.7 7.2 8.7 4.3 0.0 10.1 1.4 72.5 4.3

北押原 67 4.5 3.0 3.0 3.0 3.0 0.0 6.0 3.0 73.1 7.5

東部台 42 2.4 7.1 2.4 7.1 4.8 0.0 0.0 2.4 78.6 0.0

粟野 27 3.7 7.4 7.4 0.0 3.7 3.7 3.7 3.7 74.1 3.7

粕尾 16 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 93.8 6.3

永野 10 0.0 20.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 70.0 10.0

清州 25 8.0 0.0 8.0 0.0 0.0 0.0 12.0 4.0 76.0 4.0

地区名がわからない 17 0.0 5.9 11.8 5.9 0.0 0.0 5.9 0.0 76.5 5.9

　無回答 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

居
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性
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年
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業
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問 15 あなたは、同和問題について、どのような受け止め方をしていますか。 

次の中から１つ選んでください。（ＳＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同和関係の人に良いイメージも悪いイメージも特に感じない。」が 64.5％と最も高く、次いで「同和問題とは

何か知らない。」が 20.6％、「その他」が 5.1％となっている。 

 

◆経年でみた同和問題 

 平成 29年度と比較すると、「同和関係の人に良いイメージを感じる。」は 0.4ポイント増加したが、「同和関係

の人に悪いイメージを感じる。」も 0.8ポイント増加となった。 

 

◆居住年数別にみた同和問題 

居住年数別にみると、「同和問題とは何か知らない。」は居住年数が短いほど高く、5年以下では 4割半ばと

なっている。「同和関係の人に良いイメージも悪いイメージも特に感じない。」は居住年数が長いほど高くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

凡例（標本数）

第27回（令和元年度）
（n=746）

第26回（平成29年度）
（n=840）

同和関係の人に

良いイ メージを感じる

1.5

1.1

同和関係の人に

悪いイ メージを感じる

3.9

3.1

同和関係の人に良いイメージも
悪いイ メージも特に感じない

64.5

67.6

同和問題とは

何か知らない

20.6

19.2

その他

5.1

4.0

無回答

4.4

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例（標本数） 

　全　体 （n=746）

5 年以下 （n=29）

6 ～10年 （n=29）

11～20年 （n=79）

21年以上 （n=598）

　無回答 （n=11）

同和関係の人に

良いイメージを感じる

1.5

3.4

1.5

9.1

同和関係の人に

悪いイメージを感じる

3.9

6.9

10.3

5.1

3.3

同和関係の人に良いイ メージも

悪いイ メージも特に感じない

64.5

37.9

48.3

65.8

66.7

45.5

同和問題とは何か知らない

20.6

44.8

37.9

22.8

18.4

18.2

その他

5.1

3.4

3.4

3.8

5.5

無回答

4.4

3.4

2.5

4.5

27.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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◆属性別特徴 

【性別】いずれも「同和関係の人に良いイメージも悪いイメージも特に感じない。」が最も高く、男性（67.3％）

が女性（62.5％）より 4.8ポイント高い。 

【年齢別】「同和関係の人に良いイメージも悪いイメージも特に感じない。」は 50 代（73.0％）が最も高い。ま

た、若い年代ほど「同和問題とは何か知らない。」が高い傾向がある。 

【職業別】「同和関係の人に良いイメージも悪いイメージも特に感じない。」は農林水産業従事者、管理職で 8割

を超え、高くなっている。 

【居住地区別】「同和関係の人に良いイメージも悪いイメージも特に感じない。」は南摩で 8割を超え、最も高い。 
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知
ら
な
い

。

そ
の
他

　
無
回
答

746 1.5 3.9 64.5 20.6 5.1 4.4

男 333 2.7 3.3 67.3 18.9 4.2 3.6

女 403 0.5 4.5 62.5 22.1 5.5 5.0

　無回答 10 0.0 0.0 50.0 20.0 20.0 10.0

10代 8 0.0 0.0 37.5 62.5 0.0 0.0

20代 58 0.0 3.4 46.6 48.3 0.0 1.7

30代 108 1.9 3.7 50.9 38.9 3.7 0.9

40代 124 0.8 4.8 70.2 18.5 4.0 1.6

50代 126 0.8 6.3 73.0 10.3 5.6 4.0

60代 196 1.5 3.1 69.4 13.8 6.1 6.1

70代以上 126 3.2 2.4 64.3 12.7 7.9 9.5

　無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

専門職 9 11.1 22.2 55.6 0.0 0.0 11.1

管理職 22 0.0 0.0 81.8 9.1 4.5 4.5

事務・技能職 153 0.7 4.6 69.3 18.3 6.5 0.7

販売・生産・労務職 103 1.0 2.9 56.3 33.0 2.9 3.9

農林水産業従事者 19 5.3 0.0 89.5 0.0 0.0 5.3

自営業 61 3.3 3.3 73.8 9.8 4.9 4.9

パート・アルバイト 109 0.9 4.6 65.1 21.1 3.7 4.6

主に家事、育児をしている 59 1.7 5.1 55.9 32.2 5.1 0.0

高校生 8 0.0 0.0 37.5 62.5 0.0 0.0

大学生 9 0.0 0.0 44.4 55.6 0.0 0.0

無職 162 1.9 3.7 64.8 14.8 8.0 6.8

その他 23 0.0 0.0 52.2 30.4 4.3 13.0

　無回答 9 0.0 11.1 44.4 11.1 0.0 33.3

鹿沼（中央・東部・北部） 312 0.6 3.2 63.1 22.8 6.4 3.8

板荷 17 0.0 5.9 70.6 23.5 0.0 0.0

西大芦 9 0.0 0.0 77.8 11.1 0.0 11.1

加蘇 20 10.0 5.0 70.0 15.0 0.0 0.0

北犬飼 47 0.0 6.4 66.0 21.3 2.1 4.3

南摩 20 0.0 5.0 85.0 10.0 0.0 0.0

南押原 27 7.4 7.4 59.3 14.8 7.4 3.7

東大芦 19 5.3 5.3 57.9 15.8 10.5 5.3

菊沢 69 0.0 5.8 59.4 21.7 4.3 8.7

北押原 67 1.5 1.5 73.1 16.4 6.0 1.5

東部台 42 2.4 2.4 64.3 19.0 7.1 4.8

粟野 27 7.4 3.7 55.6 29.6 3.7 0.0

粕尾 16 0.0 0.0 75.0 12.5 0.0 12.5

永野 10 0.0 10.0 60.0 20.0 0.0 10.0

清州 25 0.0 4.0 80.0 0.0 4.0 12.0

地区名がわからない 17 0.0 0.0 35.3 58.8 5.9 0.0

　無回答 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0

居
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　全　体

性
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年
齢

職
業
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問 16 あなたは、どのような人権問題の解決を望みますか。 

次の中からいくつでも選んでください。（ＭＡ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「子どもに対するいじめや虐待等の解決」が 72.7％と最も高く、次いで「障がい者または病気の患者への人

権侵害の解決」が 41.4％、「職場でのいじめや差別の解決」が 35.9％となっている。 

 

◆経年でみた人権問題の解決 

平成 29年度と比較すると、最も差が見られたのは「子どもに対するいじめや虐待等の解決」で、6.5ポイン

ト増加した。次いで「女性または男性等の性別による差別の解決」が 4.6ポイント増加し、「同和関係者への差

別の解決」が 4ポイント増加した。 

 

◆属性別特徴 

【性別】いずれも「子どもに対するいじめや虐待等の解決」が最も高く、女性（74.9％）が男性（70.0％）より

4.9ポイント高い。 

【年齢別】「子どもに対するいじめや虐待等の解決」どの年代も高く、30代で 8割半ばを超え、最も高い。 

【職業別】「子どもに対するいじめや虐待等の解決」がどの職種も高く、事務・技術職、主に家事、育児をして

いるが、8割を超え、高くなっている。 

【居住地区別】「子どもに対するいじめや虐待等の解決」はどの地区でも最も高い。 

　
全
 
 

体

女
性
ま
た
は
男
性
等

の
性
別
に
よ
る

差
別
の
解
決

障
が
い
者
ま
た
は

病
気
の
患
者
へ
の

人
権
侵
害
の
解
決

子
ど
も
に
対
す
る

い
じ
め
や
虐
待
等
の

解
決

高
齢
者
へ
の
人
権
侵

害
の
解
決

同
和
関
係
者
へ
の

差
別
の
解
決

職
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の
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の
解
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そ
の
他

　
無
回
答

746 30.6 41.4 72.7 29.6 14.1 35.9 3.4 6.3

男 333 27.6 36.9 70.0 28.5 13.8 32.1 3.6 6.9

女 403 33.5 45.9 74.9 30.8 14.6 39.5 3.0 5.5

　無回答 10 10.0 10.0 70.0 20.0 0.0 20.0 10.0 20.0

　全　体

性
別

％

子どもに対するいじめや虐待等の解決

障がい者または病気の患者への人権侵害の解決

職場でのいじめや差別の解決

女性または男性等の性別による差別の解決

高齢者への人権侵害の解決

同和関係者への差別の解決

その他

無回答
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35.9
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41.4

32.5
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2.3
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第27回（令和元年度）(N = 746)

第26回（平成29年度）(N = 840)
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無
回
答

746 30.6 41.4 72.7 29.6 14.1 35.9 3.4 6.3

10代 8 75.0 62.5 75.0 37.5 12.5 75.0 12.5 0.0

20代 58 43.1 48.3 79.3 19.0 12.1 48.3 1.7 0.0

30代 108 39.8 43.5 85.2 23.1 14.8 45.4 3.7 1.9

40代 124 33.9 40.3 76.6 27.4 16.1 37.1 4.0 5.6

50代 126 31.7 46.0 73.8 31.7 19.0 42.9 1.6 3.2

60代 196 25.5 38.3 69.4 31.1 10.7 30.1 2.6 8.2

70歳以上 126 17.5 36.5 58.7 37.3 12.7 20.6 5.6 14.3

　無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

専門職 9 44.4 44.4 66.7 44.4 33.3 33.3 11.1 11.1

管理職 22 31.8 40.9 77.3 27.3 18.2 45.5 4.5 4.5

事務・技術職 153 39.2 41.8 83.0 29.4 17.0 40.5 3.3 0.7

販売・生産・労務職 103 30.1 36.9 68.0 29.1 7.8 38.8 1.9 5.8

農林水産業従事者 19 21.1 42.1 73.7 26.3 15.8 21.1 0.0 10.5

自営業 61 21.3 37.7 68.9 31.1 11.5 31.1 1.6 11.5

パート・アルバイト 109 33.9 44.0 69.7 28.4 17.4 38.5 3.7 5.5

主に家事、育児をしている 59 30.5 50.8 89.8 28.8 18.6 47.5 0.0 1.7

高校生 8 75.0 37.5 87.5 25.0 0.0 62.5 0.0 0.0

大学生 9 44.4 44.4 100.0 33.3 11.1 66.7 0.0 0.0

無職 162 23.5 39.5 63.6 33.3 12.3 26.5 3.7 12.3

その他 23 8.7 39.1 47.8 8.7 4.3 13.0 21.7 8.7

　無回答 9 44.4 55.6 77.8 33.3 22.2 33.3 0.0 0.0

鹿沼（中央・東部・北部） 312 34.3 43.3 75.6 31.7 14.4 38.8 4.5 3.8

板荷 17 35.3 41.2 76.5 29.4 23.5 35.3 0.0 17.6

西大芦 9 22.2 66.7 77.8 33.3 11.1 44.4 0.0 11.1

加蘇 20 20.0 25.0 65.0 20.0 20.0 25.0 0.0 5.0

北犬飼 47 25.5 55.3 61.7 29.8 10.6 23.4 4.3 10.6

南摩 20 35.0 35.0 55.0 35.0 10.0 30.0 5.0 5.0

南押原 27 14.8 37.0 48.1 25.9 3.7 18.5 7.4 14.8

東大芦 19 36.8 26.3 78.9 26.3 0.0 26.3 5.3 10.5

菊沢 69 33.3 40.6 76.8 23.2 17.4 46.4 1.4 7.2

北押原 67 34.3 46.3 79.1 34.3 16.4 40.3 1.5 0.0

東部台 42 23.8 40.5 69.0 26.2 7.1 16.7 2.4 4.8

粟野 27 22.2 22.2 74.1 29.6 18.5 33.3 3.7 7.4

粕尾 16 43.8 43.8 68.8 18.8 31.3 43.8 0.0 12.5

永野 10 20.0 20.0 70.0 10.0 20.0 50.0 0.0 10.0

清洲 25 16.0 32.0 76.0 32.0 12.0 36.0 4.0 16.0

地区名がわからない 17 23.5 52.9 70.6 41.2 11.8 47.1 0.0 5.9

　無回答 2 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0

居
住
地
区

　全　体

年
齢

職
業



第 3章 調査結果の分析 

50 

 

問 17 あなたは、性的マイノリティについてどう思いますか。次の中からいくつでも選んでください。（Ｍ

Ａ） 

※「性的マイノリティ」とは、同性愛や両性愛、自分の性別に違和感を持っている人たちのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「普通」ということより「多様性」ということを尊重すべきだ」が 50.0％と最も高く、次いで「同性同士のカップ

ルがいても不思議ではない」が 44.5％、「あまりこだわらず、そっとしておくべきだ」が 39.7％となっている。 

 

 

◆属性別特徴 

【性別】いずれも「「普通」ということより「多様性」ということを尊重すべきだ」が最も高く、女性（53.3％）

が男性（46.5％）より 6.8ポイント高い。 

【年齢別】「「普通」ということより「多様性」ということを尊重すべきだ」は 70歳以上で 3割を下回り、他の

世代より 20ポイント以上低く、「男性は女性を、女性は男性を好きになるべきだ」は唯一 2割を超え、

高くなっている。 

【職業別】「「普通」ということより「多様性」ということを尊重すべきだ」は事務・技術職、主に家事、育児を

しているで 6割を超えている。販売・生産・労務職、農林水産業従事者、自営業では「あまりこだわ

らず、そっとしておくべきだ」が最も高い。 

【居住地区別】「「普通」ということより「多様性」ということを尊重すべきだ」は南摩で 6 割半ばと最も高い。 

 

  

　
全
 
 

体

「
身
体

の

性

」
と

「
心

の
性

」
が
一

致

し

な

い
と

い

う
こ

と

の

意

味

が
わ

か

ら
な

い

男
性
は
女
性
を

、

女
性
は
男
性
を
好
き
に

な
る
べ
き
だ

同
性
同
士
の
カ

ッ
プ
ル

が
い
て
も
不
思
議
で
は

な
い

同
性
婚
を
認
め
る

べ
き
だ

性
別
を
問
わ
れ
な
い

申
請
書
な
ど
は

あ
る
べ
き
だ

あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず

、

そ

っ
と
し
て
お
く

べ
き
だ

「
普
通

」
と
い
う

こ
と
よ
り

「
多
様
性

」

と
い
う
こ
と
を

尊
重
す
べ
き
だ

　
無
回
答

746 4.3 9.1 44.5 17.0 17.2 39.7 50.0 4.0

男 333 5.4 15.0 35.7 14.4 16.5 41.1 46.5 3.3

女 403 3.2 4.2 51.9 19.1 17.9 38.2 53.3 4.5

　無回答 10 10.0 10.0 40.0 20.0 10.0 50.0 30.0 10.0

　全　体

性
別

％

「普通」ということより「多様性」ということを尊重すべきだ

同性同士のカップルがいても不思議ではない

あまりこだわらず、そっとしておくべきだ

性別を問われない申請書などはあるべきだ

同性婚を認めるべきだ

男性は女性を、女性は男性を好きになるべきだ

「身体の性」と「心の性」が一致しないということの
意味がわからない

無回答

50.0

44.5

39.7

17.2

17.0

9.1

4.3

4.0

0 10 20 30 40 50 60

(N = 746)
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女
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な
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ッ
プ
ル

が
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て
も
不
思
議
で
は

な
い

同
性
婚
を

認
め
る
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き
だ

性
別
を
問
わ
れ
な
い

申
請
書
な
ど
は

あ
る
べ
き
だ

あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず

、

そ

っ
と
し
て
お
く

べ
き
だ

「
普
通

」
と
い
う

こ
と
よ
り

「
多
様
性

」

と
い
う
こ
と
を

尊
重
す
べ
き
だ

　
無
回
答

746 4.3 9.1 44.5 17.0 17.2 39.7 50.0 4.0

10代 8 0.0 0.0 50.0 50.0 37.5 50.0 75.0 0.0

20代 58 0.0 3.4 60.3 36.2 22.4 32.8 53.4 0.0

30代 108 1.9 1.9 61.1 34.3 27.8 37.0 57.4 0.0

40代 124 1.6 6.5 50.8 13.7 16.9 44.4 50.0 0.8

50代 126 3.2 9.5 45.2 14.3 19.0 39.7 56.3 1.6

60代 196 6.1 9.2 35.2 9.7 14.3 37.2 53.1 6.1

70歳以上 126 9.5 20.6 30.2 8.7 7.1 43.7 29.4 11.9

　無回答 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

専門職 9 0.0 11.1 55.6 11.1 22.2 22.2 33.3 0.0

管理職 22 4.5 9.1 50.0 18.2 27.3 27.3 50.0 4.5

事務・技術職 153 2.0 4.6 57.5 25.5 22.2 34.6 61.4 0.0

販売・生産・労務職 103 3.9 14.6 36.9 15.5 23.3 46.6 42.7 1.0

農林水産業従事者 19 10.5 15.8 31.6 10.5 26.3 47.4 47.4 15.8

自営業 61 6.6 14.8 27.9 6.6 8.2 45.9 39.3 9.8

パート・アルバイト 109 4.6 6.4 45.9 19.3 12.8 45.0 53.2 2.8

主に家事、育児をしている 59 1.7 1.7 59.3 22.0 18.6 32.2 62.7 0.0

高校生 8 0.0 0.0 37.5 25.0 25.0 50.0 62.5 0.0

大学生 9 0.0 0.0 66.7 44.4 22.2 44.4 66.7 0.0

無職 162 7.4 12.3 37.0 10.5 12.3 37.0 42.6 7.4

その他 23 0.0 8.7 43.5 13.0 4.3 52.2 34.8 13.0

　無回答 9 0.0 11.1 33.3 11.1 22.2 22.2 55.6 11.1

鹿沼（中央・東部・北部） 312 3.5 8.3 42.9 19.6 18.6 38.1 50.3 2.2

板荷 17 0.0 5.9 41.2 5.9 5.9 41.2 52.9 0.0

西大芦 9 11.1 11.1 22.2 11.1 0.0 77.8 44.4 0.0

加蘇 20 5.0 20.0 35.0 15.0 15.0 30.0 45.0 0.0

北犬飼 47 4.3 10.6 42.6 10.6 10.6 42.6 44.7 8.5

南摩 20 0.0 5.0 35.0 25.0 25.0 20.0 65.0 5.0

南押原 27 7.4 7.4 22.2 3.7 14.8 51.9 40.7 18.5

東大芦 19 10.5 10.5 57.9 10.5 15.8 36.8 57.9 0.0

菊沢 69 2.9 5.8 52.2 20.3 23.2 34.8 53.6 7.2

北押原 67 7.5 10.4 50.7 19.4 23.9 46.3 49.3 0.0

東部台 42 4.8 2.4 50.0 14.3 9.5 42.9 59.5 2.4

粟野 27 3.7 11.1 55.6 18.5 14.8 37.0 51.9 0.0

粕尾 16 12.5 18.8 43.8 18.8 12.5 31.3 43.8 12.5

永野 10 10.0 20.0 50.0 10.0 10.0 40.0 50.0 10.0

清洲 25 0.0 12.0 40.0 12.0 4.0 52.0 44.0 12.0

地区名がわからない 17 0.0 11.8 58.8 17.6 23.5 41.2 35.3 0.0

　無回答 2 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

居
住
地
区

　全　体

年
齢

職
業


